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Ⅰ．はじめに
　医療の高度化により、急性期医療では手術などの侵襲
が高い治療が中心に行われている。その一方で、患者の
権利と安全の確保の観点から、学生が臨地実習で侵襲が
高い患者の看護を体験することが難しくなっている（小
西，藤原，2010）。このような状況に対して、看護基礎
教育の充実に関する検討会報告書（厚生労働省看護基礎
教育の充実に関する検討会，2007）では、臨床実践能
力の取得に向けた臨床実践に近い状況を想定した演習の
強化について言及し、看護教育の内容と方法に関する検
討会報告書（厚生労働省看護教育の内容と方法に関する
検討会，2011）では、侵襲を伴う行為を習得するため
のシミュレーターの活用や状況を設定した演習を充実さ
せる必要性を指摘している。
　医療分野におけるシミュレーションとは、実際の臨床
状況の理解や対応が可能となるように、臨床状況の重要
な要素・局面を再現する試みである。シミュレーション
教育は明確に定義されているとはいえないが、シミュレ
ーションに関する文献を概観すると、シミュレーション
を用いた教育をシミュレーション教育と呼んでいる。特
に、コンピューターに連動した人体模型（Human 
Patient Simulator: HPS）などを用いたより忠実性・再
現性が高いシミュレーションによる教育を指しているこ
とが多い（増野，2010）。近年、臨床実践能力向上の目
的で、看護基礎教育においてもシミュレーション教育が
注目されてきている。医療安全や医療倫理への患者意識
が高まり、初学者が臨床で経験しながら学ぶ従来の教育
方法には制約や限界が指摘され、そうしたことからも医
療者が安心して学び、患者の安全を守るという意味から
も、シミュレーション教育の導入が進んでいる（阿部，
2013）。昨年、日本赤十字豊田看護大学（以下、本学）
にも HPS が導入され、シミュレーション教育に取り組
むことになった。そこで、成人看護学実習Ⅰ（急性期）
の学内日に、HPS を用いたシミュレーション学習を行
うためのシミュレーション教育プログラムの作成を行っ
たので、ここに報告する。
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Ⅱ．学内実習に高機能シミュレーターを用いた
シミュレーション学習を導入した背景
　成人看護学実習Ⅰ（急性期）では、周手術期の患者お
よび家族の健康問題を理解し、解決するための看護過程
を展開することを実習目標の一つとしている。周手術期
にある患者は、心身の状態変化が著しいため、学生は具
体的な行動レベルの詳細な看護計画を立案しているにも
かかわらず、これまでの実習において、慣れない環境や
周囲の医療者の緊張感もあり、受け持ち患者の手術直後
の場面に直面すると、「バイタルサインが測れない」、「観
察項目を忘れてしまう」、「観察したことをどのようにア
セスメントすればよいかわからなくなる」といったこと
が起きていた。手術直後の観察は時間的に切迫した状況
であることから、学生が緊張や戸惑いから手が出せなけ
れば、何も経験できないまま実習終了となってしまう。
　今回は、臨床実習で学生の緊張が特に高い場面である
「手術直後の患者の看護」に焦点を当てて、手術室から
病棟に帰室直後の看護に関する学習が主体的に取り組め
るように、シミュレーション教育プログラムを作成する
に至った。
Ⅲ．教育プログラムの内容と構成
１．シナリオ作成
　シナリオは、既習科目の「成人看護過程演習」で使用
した事例に、手術直後の場面を追加して作成した。その
理由として、患者の疾患に関する病態生理、術式や麻酔
侵襲については講義で既習しており、事前学習でアセス
メントに必要な知識を容易に想起できると考えたからで
ある。また「成人看護過程演習」と連動させることで、
知識、アセスメント、臨床的思考、看護技術の統合が容
易となり、能動的な学習が促せると考えた。
１）学習目標の設定
　学習目標として以下の 2 つを挙げた。①手術直後の患
者の状態をアセスメントし、その状態に合わせた看護を
実践できる。②患者の状態と実施した看護を報告でき
る。これらを学習目標とした理由は、臨地実習に向けて
手術直後の患者をイメージし、必要な観察や看護を理解
し、実践できるようにするためである。
２）学習場面の設定とシミュレーターの準備
　作成した学習場面の設定を表 1 に示す。患者が手術室
から病室にベッドにて搬送された帰室直後を想定し、実
習室の一部を病室に見えるように中央配管の差し込み口
表１　場面設定
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に酸素流量計および吸引器を設置し、実際に酸素を使え
るように環境設定した。また、病室に戻った直後の患者
の状態を想定した学習場面とした。この時期の患者は、
麻酔覚醒直後で半覚醒状態であり、呼吸・循環状態が不
安定である。また、術前と異なり患者には点滴やバルー
ンカテーテルなどの挿入物が複数挿入・留置されており、
それらの観察と取り扱いについても学べるように場面設
定に取り入れた。使用する高機能シミュレーターは、フ
ィジコ（京都科学製）である（写真 1 参照）。場面設定
では幽門側胃切除後の患者を想定し、経鼻的胃管カテー
テル、吻合部に J-VAC ドレーンを挿入しているように
ドレーンやカテーテルを装着し、それぞれ模擬血液や食
用色素を使用して内容物を作成した。また、バルーンカ
テーテルを留置し、ウロガードには食用色素で作成した
尿を入れた。その他にも、点滴、酸素マスク、弾性スト
ッキング、腹帯、T 字帯、手術着を装着し、臨床状況に
近くなるようにした。患者情報や手術記録については、
「成人看護過程演習」を参照させ、医師の指示書を追加
作成して学生に提示した。
２．事前学習
　学生には事前課題として、周手術期全般に関する知識
を復習できる課題を各論実習全体オリエンテーション時
に提示した。シミュレーション学習に関連した項目とし
て、表 2 を提示し、学内実習前に手術直後に予測される
看護診断名を挙げさせ、看護計画を立案させた。
３．ブリーフィング
　シミュレーション学習実施前に、学生が持参した事前
学習内容の確認を行い、学習目標、場面設定、シミュレ
ーターの状況設定、患者の受け持ち学生の観察・確認項
目（表 3）、タイムテーブルについて教員と学生全員が
相互に確認を行った。安心して学習ができるように、事
前にシミュレーターの機能について説明し、物品の使用
方法を確認させた。
　その後、学生の役割分担を行った。１つの実習グルー
プ（5 ～ 6 名）から 2 名を患者の受け持ち学生として選
出し、計画実施の打ち合わせを指示した。加えて、記録
者１名を決め、それ以外の学生は観察者となり、シミュ
レーション中の学生の行動を観察させた。シミュレーシ
ョン終了後に、観察者にコメントしてもらうことを予め
伝えておき、すべての学生に役割を持たせた。
写真１　高機能シミュレーター（フィジコ）の設定状況
表２　事前課題
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表３　患者の受け持ち学生の観察・確認項目
表４　シミュレーションの展開方法
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４．シミュレーション
　学習場面の展開方法について表 4 に示す。場面設定の
バイタルサインの値等のプログラミングは事前に済ま
せ、教員の役割をプログラムの進行およびタイムキーパ
ー、患者役、報告を聞く看護師役に分担した。学生とコ
ミュニケーションを取る患者役の教員は、臨場感を持た
せるように演技した。
５．デブリーフィング
　デブリーフィングは、シミュレーション教育の中で最
も重要なセッションといわれている。進行役の教員は、
シミュレーション内での学生の思考や行動に関する振り
返りや、実施学生と観察者学生とのディスカッションを
促し、学生同士が活発な議論を通じて学びを深めるよう
に支援した。観察項目の不足や看護技術の未熟さを指摘
するのではなく、術直後の観察の意味や根拠、必要な援
助を学生自身で学び取れるように主体性を重視したフィ
ードバックを行った。演習の最後に、学生が持参した事
前課題レポートや配布資料を活用して、シミュレーショ
ン学習のまとめを行った。
Ⅳ．今後の課題
　今後の課題として、学内実習に高機能シミュレーター
を用いたシミュレーション学習の導入が、臨地実習にお
ける学生のリアリティショックの低減、あるいは術後の
観察能力の向上など、どのような教育効果がもたらされ
るのか検討し、検証することが必要であると考える。ま
た、本学にはシミュレーター用の模擬病室がないため、
今回の事例をより臨床状況に近くなるように内容・環境
ともに改善することが今後の課題である。
Ⅴ．おわりに
　今回は、シミュレーション学習を学内実習に取り入れ
た教育プログラム開発を行ったが、成人看護学のその他
の科目においても経験型学習としてシミュレーション学
習を取り入れ、学生の学びにシミュレーターを生かして
いきたいと考える。
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